
 

『
ザ
ベ
リ
オ
』  

  
 
  

 
  

 
  

 

大 お
お 

口 ぐ
ち 

玲
り
ょ
う 

子 こ 

昭
和
四
十
四
年
、
東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
宮
崎
県
在
住
。
早
稲
田 

大
学
第
一
文
学
部
卒
。
「
心
の
花
」
会
員
。 

歌
集
に
『
海
量
』（
現
代
歌
人
協
会
賞
）
『
東
北
』（
前
川
佐
美
雄 

賞
）
『
ひ
た
か
み
』(

葛
原
妙
子
賞)

『
ト
リ
サ
ン
ナ
イ
タ
』（
若
山
牧
水 

賞
、
芸
術
選
奨
新
人
賞
）
『
桜
の
木
に
の
ぼ
る
人
』
（
宮
日
出
版
文
化 

賞
）
。
歌
文
集
に
『
大
口
玲
子
集
』『
神
の
パ
ズ
ル
』
。 

宮
日
文
芸
選
者
。 

 

受
賞
者
の
こ
と
ば 

 
 

 
 

 
 

 

小
野
市
教
育
委
員
会
か
ら
受
賞
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
私
の
住
む
宮
崎
市
の
気

象
台
か
ら
桜
の
開
花
宣
言
が
出
さ
れ
た
日
で
し
た
。
満
開
と
な
っ
た
今
も
、
世
界
的
な
規
模

で
広
が
り
続
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
表
面
化
す

る
た
だ
中
で
、
上
田
三
四
二
先
生
の
短
歌
や
文
章
に
向
き
合
う
機
会
を
い
た
だ
い
た
意
味

を
考
え
て
い
ま
す
。 

上
田
先
生
は
内
科
医
と
し
て
、
ま
た
自
身
の
大
病
を
通
し
て
、
人
間
の
身
体
と
命
を
深

く
見
つ
め
続
け
た
歌
人
で
し
た
。
病
へ
の
お
そ
れ
や
必
ず
訪
れ
る
死
を
自
覚
し
つ
つ
、
上
田

先
生
が
詠
ん
だ
桜
を
宮
崎
の
満
開
の
桜
に
重
ね
る
よ
う
に
し
て
見
て
い
ま
す
。
選
考
委
員
の

先
生
方
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
小
野
市
の
皆
様
、
『
ザ
ベ
リ
オ
』
を
お
読
み
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

短
歌
部
門 

『
風
の
図
譜
』
十
句
選 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宇
多 

喜
代
子 

選 

 
      

水
は
な
つ
脊
梁
山
脈
に
鳥
か
え
る 

指
で
指
か
ぞ
え
る
指
に
赤
ト
ン
ボ 

産
道
を
逆
さ
に
出
れ
ば
木
下
闇 

さ
よ
な
ら
の
手
は
低
く
振
る
緑
の
夜 

行
く
秋
を
ど
の
藁
人
が
嚔
せ
り 

関
八
州
ま
わ
し
呑
み
す
る
蝮
酒 

月
山
へ
風
の
蛩
音
に
つ
い
て
ゆ
く 

三
山
を
月
ご
と
な
が
す
最
上
川 

送
り
火
の
手
に
手
が
そ
よ
ぐ
爆
死
の
手 

憂
き
世
か
な
宇
野
重
吉
め
く
金
魚
売
り 

 

『
風
の
図
譜
』  

  
 
  

 
  

 
  

 

原 は
ら 

満 ま 

三 さ 

寿 じ 

昭
和
十
五
年
、
北
海
道
に
生
ま
れ
る
。
早
稲
田
大
学
第
一
法
学 

部
卒
。
金
子
光
晴
研
究
家
。 

句
集
に
『
日
本
塵
』『
流
体
め
ぐ
り
』
『風
の
象
』
な
ど
。
俳
論
に 

『
い
ま
ど
き
の
俳
句
』
。
詩
集
に
『
魚
族
の
前
に
』
『
海
馬
村
巡
礼
譚
』 

『
臭
人
臭
木
』
『タ
ン
の
譚
の
舌
の
嘆
の
潭
』
『
白
骨
を
生
き
る
』
な 

ど
。 平

成
十
三
年
、
『
評
伝 

金
子
光
晴
』で
第
二
回
山
本
健
吉
文 

学
賞
受
賞
。 

 

受
賞
者
の
こ
と
ば 

 

こ
の
た
び
は
、
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
を
賜
り
、
小
野
市
の
皆
さ
ん
と
ご
推
薦
い
た
だ
き

ま
し
た
選
考
委
員
の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

小
野
市
に
は
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。
十
年
ほ
ど
前
、
ご
当
地
・
浄
土
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
立

像
を
拝
観
し
、
大
変
感
激
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
受
賞
も
仏
恩
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

七
十
歳
は
じ
め
に
、
に
わ
か
に
俳
句
に
専
念
す
べ
し
と
の
内
心
の
声
が
湧
き
上
が
り
、

第
二
句
集
を
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
十
八
才
で
こ
の
た
び
の
第
六
句
集
で
す
。
老
年

に
な
る
ご
と
に
、
俳
句
と
い
う
三
句
体
が
私
か
ら
言
葉
を
紡
ぎ
出
す
、
そ
の
面
白
さ
が
わ

か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

俳
句
部
門 

第
十
二
回 

小
野
市
詩
歌
文
学
賞 

『
ザ
ベ
リ
オ
』
十
首
選 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

永
田 

和
宏 

選 

 
 

長
崎
駅
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
三
枚
の
う
ち
の
二
枚
に
教
会
の
あ
り 

 
 

い
ま
だ
見
ぬ
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
い
ま
だ
子
を
原
爆
資
料
館
に
伴
は
ず 

 
 

野
良
猫
の
野
良
猫
ら
し
き
た
た
ず
ま
ひ
見
守
り
な
が
ら
足
湯
に
つ
か
る 

 
 

「８
地
獄
共
通
観
覧
券
」買
ひ
て
二
つ
の
地
獄
行
き
残
し
た
り 

 
 

ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
、
ア
ラ
モ
ゴ
ー
ド
も
神
は
見
け
む
つ
ね
に
人
間
と
と
も
に
ゐ
る
神
は  

 
 

耳
た
ぶ
を
削
が
れ
し
こ
と
な
ど
聴
き
な
が
ら
息
子
は
自
分
の
耳
た
ぶ
に
触
る 

 
 

絵
本
に
は
死
の
苦
し
み
が
描
か
れ
ぬ
と
言
ふ
子
の
不
満
さ
い
ご
ま
で
聴
く 

 
 

聖
堂
の
十
二
列
目
に
座
り
た
り
十
二
列
目
に
届
く
百
合
の
香 

 
 

原
告
の
わ
が
緊
張
を
ほ
ぐ
さ
む
と
ス
マ
ホ
開
き
て
子
の
写
真
見
す 

 
 

わ
れ
と
違
ふ
ガ
イ
ド
に
付
き
て
や
や
先
の
展
示
に
見
入
る
子
の
背
中
見
ゆ 



 

永 な
が 

田 た 
 

和 か
ず 

宏 ひ
ろ 昭

和
二
十
二
年
、
滋
賀
県
に
生
ま
れ
る
。
京
都
大
学
理
学
部
を
卒 

業
。
理
学
博
士
。
「
塔
」
選
者
（
前
主
宰
）
。 

歌
集
に
『
饗
庭
』（
若
山
牧
水
賞
、
読
売
文
学
賞
）
『
風
位
』（
迢
空
賞
、
芸 

術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
）
『
後
の
日
々
』
（
斎
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞
）な 

ど
。
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
集
に
『も
う
す
ぐ
夏
至
だ
』
『
た
と
へ
ば
君
』『
近
代
秀 

歌
』
な
ど
。 

京
都
大
学
名
誉
教
授
。
京
都
産
業
大
学
タ
ン
パ
ク
質
動
態
研
究
所
・
所 

長
を
経
て
、
現
在
J

T
生
命
誌
研
究
館
館
長
。
平
成
二
十
九
年
に
タ
ン 

パ
ク
質
研
究
に
お
い
て
ハ
ン
ス
・
ノ
イ
ラ
ー
ト
科
学
賞
を
受
賞
。
朝
日
歌
壇 

選
者
。
宮
中
歌
会
始
詠
進
歌
選
者
。 

宇 う 

多 だ 
 

喜 き 

代 よ 

子 こ 

昭
和
十
年
、
山
口
県
に
生
ま
れ
る
。
俳
誌
「
獅
林
」
を
へ
て
桂
信 

子
の
「
草
苑
」
同
人
。
現
在
は
、
「
草
樹
」
会
員
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

句
集
に
『
り
ら
の
木
』
『
半
島
』
『
夏
月
集
』
『
象
』
（
蛇
笏
賞
）
『
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

憶
』
（
詩
歌
文
学
館
賞
）
『
宇
多
喜
代
子
俳
句
集
成
』
な
ど
。
文
集 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

に
『
わ
た
し
の
歳
事
ノ
ー
ト
』
『
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
で
』
『
女
性
俳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

句
の
光
と
影
』
な
ど
。 

現
代
俳
句
協
会
賞
受
賞
。
読
売
俳
壇
選
者
。
日
本
芸
術
院
会 

員
。
文
化
功
労
者
。 

俳
句
部
門
講
評 

原
満
三
寿
句
集 

『
風
の
図
譜
』 

 

季
節
の
折
々
に
吹
く
風
は
、
時
節
に
よ
り
地
域
に
よ
り
、
多
く
の
名
で
呼
ば
れ
、
天
地
の
万 

象
に
親
和
し
て
き
ま
し
た
。
風
が
な
け
れ
ば
、
地
上
の
生
き
も
の
の
い
の
ち
は
断
た
れ
ま
す
。 

 
 

 

句
集
『
風
の
図
譜
』
は
、
そ
の
風
の
見
え
る
と
こ
ろ
見
え
な
い
と
こ
ろ
、
近
い
と
こ
ろ
遠
い
と
こ 

ろ
、
乾
い
た
と
こ
ろ
湿
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
来
歴
や
行
方
な
ど
な
ど
、
風
に
沿
う
こ
の
世
も
ろ
も 

ろ
の
景
に
重
な
る
自
身
の
心
象
の
景
を
、
と
き
に
荒
々
し
く
と
き
に
柔
ら
か
く
表
現
し
た
三
九 

○
句
で
成
る
句
集
で
す
。 

 
 

行
儀
よ
く
整
っ
た
句
、
わ
か
り
や
す
い
面
白
さ
、
約
束
事
に
忠
実
な
句
、
そ
れ
ら
と
は
ず
れ 

た
と
こ
ろ
で
俳
句
と
言
葉
の
広
が
り
を
試
行
し
、
自
ら
を
表
出
し
た
原
満
三
寿
の
『
風
の
図 

譜
』
の
句
群
に
喝
采
を
送
り
、
本
年
度
の
授
賞
句
集
と
い
た
し
ま
し
た
。 

馬 ば 

場 ば 
 

あ 

き 

子 

昭
和
三
年
、
東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
日
本
女
子
専
門
学
校
（
昭
和
女
子 

大
学
）
を
卒
業
。
昭
和
五
十
三
年
「
か
り
ん
」
を
創
刊
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
  

 

歌
集
に
『
桜
花
伝
承
』
（
現
代
短
歌
女
流
賞
）
『
葡
萄
唐
草
』（
迢
空
賞
） 

『
阿
古
父
』 

（
読
売
文
学
賞
）
『
飛
種
』
（
毎
日
芸
術
賞
、
斎
藤
茂
吉
短
歌 

文
学
賞
）
『
鶴
か
へ
ら
ず
』（
前
川
佐
美
雄
賞
）
な
ど
。
評
論
に
『
式
子
内 

親
王
』
『
鬼
の
研
究
』『
和
泉
式
部
』『日
本
の
恋
の
歌
』
な
ど
多
数
。 

業
績
に
よ
り
朝
日
賞
受
賞
。
朝
日
歌
壇
選
者
。
日
本
芸
術
院
会
員
。
文 

化
功
労
者
。 

 

 選
考
委
員 

 

小野市詩歌文学賞とは 

 

 

馬

       

場

 
      

あ

     

き

 
      

 

子 

宇

      

多

 
 
    

喜

 
 
     

代

 
     

子 

永

      

田

 
 
    

和

 
 
    

宏 

全
国
の
主
な
歌
人
・
俳
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
選
考
委
員
が
決
定
す
る
。 

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
に
て
、
上
田
三
四
二
記

念
「小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
同
日
開
催
。 

正
賞
・副
賞(

百
万
円) 

※
令
和
二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止 

短
歌
・
俳
句
に
お
い
て
、
前
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
文
芸

作
品
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
作
品
に
贈
る
。 

授賞式      選考委員              選考      対象 

小野市詩歌文学賞受賞者 

短
歌
部
門
講
評 

大
口
玲
子
歌
集 

『
ザ
ベ
リ
オ
』 

 

大
口
玲
子
さ
ん
は
直
情
の
人
で
あ
る
。
そ
し
て
行
動
の
人
で
も
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
の
原

発
事
故
か
ら
子
を
守
る
た
め
、
東
北
か
ら
宮
崎
へ
の
移
住
も
断
行
し
た
。
本
歌
集
は
、
そ
ん
な
著

者
の
第
六
歌
集
。 

テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
三
つ
の
大
き
な
柱
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
口
さ
ん
に
と
っ
て
は
詠

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
者
に
は
ご
く
自
然
に
納
得
さ
れ
る
。 

ま
ず
、
少
年
と
し
て
成
長
し
て
い
く
息
子
と
時
間
を
共
有
し
つ
つ
、
息
子
の
視
線
を
通
じ
て
改

め
て
社
会
を
発
見
し
て
い
く
と
い
う
喜
び
と
驚
き
が
あ
る
。
次
に
、
歌
集
名
『
ザ
ベ
リ
オ
』
、
す
な
わ

ち
ザ
ビ
エ
ル
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
信
仰
の
問
題
が
正
面
か
ら
詠
わ
れ
て
い
る
の
も
本
書
の
大
き

な
特
色
で
あ
る
。
第
三
点
と
し
て
、
沖
縄
問
題
、
安
保
法
制
な
ど
社
会
に
向
け
る
真
摯
な
視
線
が

あ
る
。
単
に
歌
の
テ
ー
マ
と
し
て
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
な
く
、
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
の
原

告
と
し
て
法
廷
に
立
つ
と
い
う
こ
と
ま
で
や
っ
て
し
ま
う
の
が
、
い
か
に
も
大
口
さ
ん
で
あ
る
。 

ど
の
テ
ー
マ
に
も
体
当
た
り
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
作
者
に
対
す
る
信
頼
感
を
お
の
ず
か
ら
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。 

岡

井

 

隆 

廣

瀬

直

人 

三

井

葉

子 

 
河

野

裕

子 

金

子

兜

太 

山
本
楡
美
子 

 

小

池

 

光 

八

田

木

枯 

水
野
る
り
子 

 

花
山
多
佳
子 

小
檜
山
繋
子 

岬 
 

多
可
子 

 

高

野

公

彦 

伊

藤

一

彦 

友

岡

子

郷 

 

小
島
ゆ
か
り 

高
野
ム
ツ
オ 

 

坂

井

修

一 

大
峯
あ
き
ら 

 

米
川
千
嘉
子 

西

村

和

子 

 

吉

川

宏

志 

茨

木

和

生 

 

川

野

里

子 

櫂 
 

未
知
子 

 

栗

木

京

子 

岡

田

一

実 

『
ネ
フ
ス
キ
イ
』 

『
風
の
空
』 

『
句
ま
じ
り
詩
集 

花
』 

 

『
葦
舟
』 

『
日
常
』 

『
森
へ
行
く
道
』 

 
『
山
鳩
集
』 

『
鏡
騷
』 

『
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
夜
に
』 

 

『
胡
瓜
草
』 

『
坐
臥
逆
転
』 

『
静
か
に
、
毀
れ
て
い
る
庭
』 

 

『
河
骨
川
』 

『
待
ち
時
間
』 

『
黙
礼
』 

 

『
純
白
光
』 

『
萬
の
翅
』 

 

『
亀
の
ピ
カ
ソ
』 

『
短
夜
』 

 

『
吹
雪
の
水
族
館
』 

『
椅
子
ひ
と
つ
』 

 

『
鳥
の
見
し
も
の
』 

『
熊
樫
』 

 

『
硝
子
の
島
』 

『
カ
ム
イ
』 

 

『
ラ
ン
プ
の
精
』 

『
記
憶
に
お
け
る
沼
と
そ
の
他
の
在
処
』 

 

第
一
回
受
賞
者 

   

第
二
回
受
賞
者 

   

第
三
回
受
賞
者 

   

第
四
回
受
賞
者 

   

第
五
回
受
賞
者 

短

歌 

俳

句 
歌 

 短

歌 

俳

句 

歌 

 短

歌 

俳

句 

歌 

 短

歌 

俳

句 

歌 

 短

歌 

短

歌 

俳

句 

 短

歌 

俳

句 

 短

歌 

俳

句 

 短

歌 

俳

句 

 短

歌 

俳

句 

 短

歌 

俳

句 

 短

歌 

俳

句 

 

第
六
回
受
賞
者 

  

第
七
回
受
賞
者 

  

第
八
回
受
賞
者 

  

第
九
回
受
賞
者 

  

第
十
回
受
賞
者 

  

第
十
一
回
受
賞
者 

 


